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	ごあいさつ
	自立生活訓練センター　所長
	飯塚　哲也　　　　　　　　　
	　9月とはいえ、暑さの厳しい毎日が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
	　４月1日付で、自立生活訓練部次長兼自立生活訓練課長から所長となりました飯塚哲也と申します。私は会社（兵庫県社会福祉事業団）に入職してから、28年が経過しました。元々は特別養護老人ホームで介護職を行っており、その後、在宅支援の介護支援専門員や、社会福祉士として障害者支援施設でサービス管理責任者などを行ってきました。28年間の中で最も多く勤務しているのが、合計14年目となる自立生活訓練センターです。
	　今回は所長としての立場ですが、自立生活訓練センターへの熱い思いは昔も今も変わりません。皆様の社会復帰に向けた取り組みを少しでも円滑に進められるよう、施設運営を行っていきます。陰ながら応援させて頂きますので、皆様よろしくお願い申し上げます。
	　さて、先日、利用者朝礼の中で、職員から「縁」の話しがありました。もともと仏教の教えだということは、意外に知られていません。物事にはすべて「因」（いん、はじまりのこと）があり、そこに「縁」が働き、何かの結果が生じる。これが「因縁」（いんねん）で、縁が起きることを「縁起」（えんぎ）と言います。二度とないかもしれない、不思議でありがたい力です。そのため、丁寧に感謝の気持ちをこめて「ご縁」と昔から呼んでいたようです。
	　皆様はいかがでしょうか。予期せぬ病気、怪我、事故等により、急性期、回復期病院を経て退院後、自立生活訓練センターを利用された方がほとんどです。自宅へ帰る、他のサービス事業所を利用するなど考えられたかも知れませんが、何かの「ご縁」で自立生活訓練センターを利用されました。
	　ご自身を取り巻くさまざまな「因」（はじまり）と、それに出会えた「縁」。偶然の積み重ねもありますが、自分から引き寄せる「縁」もあると思います。そのように考えてみると、自分を取り巻く世界がいつもと違う景色にも見えてくるかも知れません。同じ時期に入所、通所されている方とは、職員も含めて退所後もずっと連絡を取り合う方もいらっしゃるかと思います。
	　自立生活訓練センターへ利用時から、少しでも退所時に良くなって社会復帰されることを切に願います。職員は皆様の「縁の下の力持ち」となり、利用者本位の支援を実践していきたいと思います。
	　職員一同、本年度もどうぞ宜しくお願い申し上げます。



	盆踊り大会が開催されました
	8月６日(金)総合リハビリテーションセンターにて盆踊り大会が開催されました！！昨年度に引き続き、自立生活訓練部職員有志からは餃子を出店しました。また、カラオケ大会では、カラオケクラブの利用者さんも参加されました。今年も多くの地域の方に参加していただき、大いに盛り上がりました。

	園芸クラブ　さつまいも栽培に挑戦
	新任・異動 職員紹介
	令和8年度より新しく自立生活訓練センターに来られた職員を紹介します。

	課　長　井上　歩
	この度、自立生活訓練課長として着任いたしました、井上と申します。 利用者の皆さまに、「ここに来てよかった。」と思っていただける施設を目指し、支援の質の向上に取り組んでいきたいと思います。 どうぞよろしくお願いいたします。

	支援員　本田　健
	このたび、のぞみの家から異動いたしました本田健と申します。 これまでの救護施設や病院勤務の経験を活かしつつ、新しい環境でも一つひとつ学びながら、利用者の皆さまに寄り添った支援ができるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

	支援員　岡本　海奈
	今年度より2階支援員として勤務しております。岡本海奈と申します。社会人１年目でまだまだ未熟ではありますが、一人ひとりの思いを尊重し、その人らしさを大切にした支援を心がけてまいります。

	看護師　富岡　泉
	4月から訓練課の勤務となりました、看護師の富岡泉と申します。施設看護師経験は7年目です。利用者の皆様の健康管理に努めていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

	看護師　末永　遥香　　
	今年1月より勤務させていただいております、看護師の末永遥香と申します。これまでの経験を活かし、利用者の皆様に寄り添いながら、施設全体で活気ある日々を送れるような支援を心がけてまいります。よろしくお願いいたします。

	理学療法士　野村　龍雅
	この度、リハビリテーション中央病院から異動して参りました、理学療法士の野村龍雅と申します。今までの病院での経験を活かし、利用者の皆様に寄り添った支援が行えるように精進します。よろしくお願いいたします。

	管理栄養士　三浦　有香
	今年度より着任いたしました三浦と申します。3月まではリハビリテーション中央病院で勤務しておりました。食事の面から皆様のサポートをしていきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。

	舎　監　鎌田　稔
	今年３月より勤務させていただいております、舎監の鎌田稔と申します。　今までの社会人としての経験を生かし少しでも皆さんのお力になれるよう頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
	編集後記

	新しい仲間が加わり、職員一同で力を合わせながら、自立生活訓練センターをご利用いただく皆さまの支援に取り組んで参ります。また、日々の訓練の中で、退所後の暮らしや社会参加を見据えたサポートを続けていければと思います。これからもどうぞよろしくお願いいたします。
	[ 制作・編集担当 　本田・撫 ]
	施設のご案内
	随時ご相談・ご見学対応しております。
	お問い合わせはこちらまで⇒⇒⇒

	　　　TEL　078 927 2727
	　　　FAX　078 925 9229



